
　米を作る際にはほとんどの場合、田植
えによる移植栽培が行われます。しかし
最近、生産者の高齢化や作付け面積の増
加などにより、苗作りを省略し、田植え

作業を行わないで田んぼに直接種をまく直播栽培が行われるよ
うになってきています。直播栽培の中でも、乾いた田んぼに種
をまく乾田直播栽培は、畑作で使用する機械を用いて省力的に
作業ができることや、田植えより早い時期に播種作業が完了で
きることなどから、作付面積の増加に対応しやすく、移植栽培
から乾田直播栽培に切り替える生産者も増えてきています。

《水田の土壌は多種多様》

　田んぼの稲はどこでも同じように見えますが、その下にあ
る田んぼの土は場所によって全く異なります。いつもぬかる
んでいる水はけの悪い粘土の田んぼや、逆に河川や海岸の近
くで砂を多く含む水はけの良い田んぼなどがあります。移植
栽培では田んぼに水を入れて土を撹拌する代かき作業によ
り、水を通しにくい土層を形成することで、田んぼに水が貯
まるようにします。しかし、省力的な栽培法法の乾田直播栽
培では代かきが省略されます。そのため、水はけの良い田ん
ぼでは、これまで乾田直播を実施することができませんでし
た。田んぼに水が貯まらないためです。

《代かきをしないで田んぼに水を貯める鎮圧作業》

　近年、乾田直播栽培で種をまく深さを安定させるために、
田んぼの地表面を固くして播種をする方法が開発されまし
た。この方法では重いローラによって田んぼの地表面を固く

鎮圧します。種の撒く深さが
安定して、出芽が良好になる
だけでなく、鎮圧作業によっ
て水の通りみちが少なくな
り、代かきのように田んぼに
止水層を作ることができ、代
かき作業を行わなくても、田
んぼに水を貯めることができ
るようになります。

《これまでより多くの地域で乾田直播が可能に》

　このような鎮圧作業を行うことによって、これまで乾田直
播栽培に適していなかった地域でも乾田直播ができるように
なります。これまで得られている田んぼの土壌のデータから
試算すると、東北地方では4割の田んぼしか乾田直播栽培に
適していませんでしたが、乾田直播栽培で鎮圧作業を行うこ
とによって、さらに３割の地域で可能になることがわかりま
した。今後更に、どこでも、誰でも、乾田直播栽培ができる
ような技術を開発していきたいと考えています。
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図１／乾田直播栽培におけるケンブリッジローラによる鎮圧作業と水みちの減少 図２／鎮圧作業による止水層の形成
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